
校内 RSS電子掲示寂システムの構築

技衛専門職員 加島倫

本システムは、汎用 Web掲示板ソフトウェアを利用した、 LAN接続の複数掲示器へ情報を自動表示さ

せる校内用電子掲示システムである。
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援要

本システムi土、汎用 Web掲示板ソフトウェアを利

用した、LAN接続の後数掲示器へ情報を自動表示さ

せる校内用電子掲示システムである。教職員は机上

の PC、携帯電話などから掲示システムへアクセス

し、選縞から掲示器へ情報を表示することが可能で

ある。

CD-ROMブートで稼動するLinuxベースの掲示

器クライアントを特定の Webページ表示をするの

みに特化し、民也位。softSharePointサーピスのRSS

フィード情報を IISWebサーバーと .netASPアプ

ヲケーションにより制御し、 SharePointサーピス上

の掲示板情報を掲示器に表示させる。

掲示器は安価で設置することができるため、低コ

ストでの運営が可能である。

1.システム構成

図1に本校における機器構成を示す。サーバーパ

ソコン1台に WindowsServer 2003 R2、Windows

Sharepoint Services 3.0(WSS3.0)、 SQLServer

2005、IIS(WebServer)を稼働させ、掲示器は小型

PCと大画面ディスプレイを 1組とし、 3組設置し

た(現在は2台のみ稼働)

2.動作フロー

教職員は個人端末から WSS3.0の汎用掲示板に

アクセスし必要な情報を書き込む。 掲示器は 10分

おきにサーバーのURLアドレスを表示・更新する。

サーノ〈ーは掲示器から特定の URLアドレスでアク

セスを受けると、 WSS3.0の掲示板RSSフィードを

読み出し、 htmlへ展開後、掲示器へWebページと

して掲示構報を返信する。

掲示器は、朝?時に、そのEの掲示器の稼働が必要

かの有無をサーバーに問い合わせる。

URLアドレス http://mys合どveど/

notice/pwr.aspxにアクセスすると、稼動日の場

合 "PWRコ1"、休日では "PWR=O"の文字列が返答

される。 pwr.aspxは、 .netASPのλクリプトで、

WSS3.0のデーターが蓄積されている SQLServer

2005上の記事テーブノレから当日の竃激情報を抽出

するようになっている。一連のデーターフローを図

2に示す。
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関1.システム構成図
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3.掲示器部の携成
掲示器i土、HDDレス;J¥型PCとデジタノレテレピで

構成される。 掲示器の仕様を下記に示す。

(タイプ 1，教務室設置)

本体 Shuttle泣お1，CPU:Cerelon 1.8GHz， 

RAM:2GB， U8B丑ash盟 emo勾"HDMI， RS232C 

モニタ:8harp 42インチ液晶地デジTV

(タイプ2，昇降口設麓)

本体 NEC Mate， CPU:Cerelon 333MHz， 

RAM:128MB，狂DD:40GB，RS232C 

モニタ:Pioneer業務用 42インチプラズマ

(タイプ3，B館設置)

NEC Mate. CPU: Cerelon 333MHz 

RAM:128MB，日DD:40GB，RS232C 

モニタ:NEC PN-42DP3 42インチプラズマ

写真骨葬韓日掲恭轟

掲示器PCには、 08に無償のKnoppixμnux(日

本語版 6.0.1)を使い、電源を投入すると自動的に既

定の Webページを表示するようなカスタマイズを

した。Knoppixは、 CD-ROM、U8Bメモリーから

起動でき、電源断処理(シャットダウン)が不要であ

り、不用意な電源断にも強い。 また、 Pentium-1I

333MHz、128MB程度の!日型パソコンでも稼働させ

ることが可能である。

3. 1. Knopp i x起動スクリプトの変質

CD-ROMブートで稼織する 08を LiveCDと呼

び、一穀的な構成では KDEなどのデスクトップ環
境が起動するように設定されている。この起動スク

リプトを依正し、自動的にWebページが表示される

ようにする。 knoppix.6.0.1の起動スクリプトのシ

ーケンスと呼出し図を額4に示す。

Webページが表示されるようにカスタマイズする

には、 xinitどCで実行されるセッションマネージャ

ー Xsessionの代わりに Webブラウザーの

firefoxが起動するように変更する。 変更した

xinitrcを額5に示すりスケジューノレ起動のブ。ロシ

ジャ、 pwどqueどy‘sh、ntpdateは cどontabに登

験し時!寝起動をする。

3.2.掲示器竃灘の制御
渇えミ器は大画面モニタを採用する必要があるが、

安価な家電用デジタノレτvを流用するととでコスト
を抑えることができる。 但し、掲示器禁が稼働しない

時は壇糠を落とす必繋があるので、本システムに接

続できるディスプレイとしては、間期倦警がなくな

ると自動的に龍源が切れるオートパワーオフ機能の

あるものか、 RS232Cリモートコントロール機能が

付いていなければならない。

ほとんどの業務用液晶ディスプレイと、中上級グレ

ードの家庭用デ、ジタノレTVにはりそートコントロー

ル端子が付いており 電源を PCから制御すること

が可能である。

本掲示器では、電源制御フ。ログラムを毎朝 7:00に

cronスケジューラーを使って起動させ、サーバーに

電源{警報の問い合わせ後、 R8232Cシリアル出力ポ

ートにコマンドを送信し、ディスプレイ電源を制御

するようになっている。制御プログラムを図6に示

す。
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図4.knoppix起動スクリプトのシーケンス

KNOPPIX INIT SCR1PT SEQUENCE AND CALL TREE 

Isbin/init 
(inittab) 

闘5.xinitrc 

書!/bin/bash
普 /etc/Xl1/xinit/xinitrc
普

/etc/init.d/knoppix-autoconfig 

/母tc/init.d/knoppix-startx

/usr/bin/startx 

Isbin/init 
(halt) 

letc/Xll/xinit/xinitrc 

普 global xinitrc file， used by all X sessions s七ar七edby xin土七 (5七e).:ttx)'

持 disablescreensaver 

letc/XII/Xsession 
-> lusr/bin/firefox 

xscどeensaver-no-splash & 
unclu七七eど -idle 2 & 
exec fiどefox 、cat/e七c/sysconfig/s七aど七ur工、

普autahide a mouse poin七er
普 executea fiどefox

陸6.ディスプレイ制御プログラム

[/e七c/七.vpwr/pwrquaどy.sh]
普!/bin/sh
/bin/ロn-f /tmp/queどy
wge七 -q-0 /tmp/queどYh七七p://kaoどin/no七ice/pwr.aspx 非どequesta powe工 query
どeadQUERY < /tmp/query 
if [$QUERY "PWR=l"); then 普 parsea どesponse
/etc/tvpwど/pon
else 
/etc/七vpw工/pof 持 CRTpoweど off
/sbin/poweroff 持selfpoweどoffI wai七B工OSscheduledpowerup
fi 

[/枇c/ヒvpwr/pof]
持!/bin/sh
stty 9600 < /devl七七ySO
ca七 letc/tvpwど/pof.shaどp> /dev/七七ySO
sleep 1 
cat /etc/七vpwどIpof.shaどp> Idev/七七ySO
sleep 1 
cat /etc/t刃pwr/pof . shaどp> Idevl七七ySO
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持 se七 abaudra七e
弁 senda cornmand 
普 wait1 sec. 



今田対応した、 PC帝j縄端子付きTVモニタの

制御コマンドを下記に示す。

[SHARP液晶 TV]

ボーレート 9，600bps

ONコマンド 50 4F 57 52 3ユ2020 20 00 

OFFコマンド 50 4F 57 52 30 20 20 2むむD

[Pioneer業務用プラズマ}

ボーレート 9，600bps

ONコマンド 02 50 4F 4E 03 OA 

OFFコマンド 02 50 4F 46 03 OA 

[NEC業務用プラズマ}

ボーレート 4，800bps

ONコマンド 3030 21 00 

OFFコマンド 30 30 22 OD 

3.3. Kno担静ixの1)マス歩リング
Live CD動作では、 1つの圧縮ブアイノレに収納

されたシステム全体のファイノレを仮想的に展開し

て科賂される。ファイルの変更点はメモリーディ

スクに一時記憶する形で保管され、再起動時にす

べての変更は元の状態に戻るようになっている。

設定・構成を変更する場合は、システムファイノレ

を再圧縮し、再びCDROMに書き戻す必要がある。

この作業をリマスタリングと言う。 リマスタリン

グの手j績を図?に示す。

以上、生成した iso形式ファイノレを CD-Rドラ

イブ、のあるパソコンヘf旬、 USBメモリー経由で

コゼーしCDへ書き込む。

醤 1.1)マスタリング手麟
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1.作業種域のためのト10Dを搭載したPCでLiveCDを起動する
2 作業種域を作成

TEMPD工氏盟Imnt/hdal

mount Idev/hdal $TEMPDIR 

mkdiど -p$TEMPDIR/souどce/KNOPP工X

mkdiど -p$TEMPD工R/master/附 Oppエx
cp -Rp /KNOPP工X/*$TEMPDIR/source/KNOPPIX/ 

cp -ど /mnt-system/boot$TEMPDIR/master/boot 
cd /mnt目 sys七em

find . -size “lOOOOk -type f -exec cp -p --paどents

1t{}1t $T回世D工R/mas七er￥;

mount -】bind/dev $T四位。工R/souどce/KNOPP工X/dev
mount 山 -bind/pどoc$TEMPDIR/source/KNOPPIX/proc 

mount 一四bind/sys $TEMPDIR/souどce/KNOPPIX/sys

chroot $TEMPD工R/source/KNOPPIX

(/etc/工eso1v.conftこnameseどverを蜜蜂)
{リポジト1)を更新)
apt-get upda七e

(リポジトリが無効な場合は/色町/時t/sources.listを輔擁)
apt-get 一回purge工emovecpus xpdf adrine 

apt-get install xscreensaveど unclutter

deborphan I xaどg5ap七町get-y どemove
COLUMNS臨 200dpkg 由工 I grep ハrcI awk '{p札口℃ 事呈ケド
I xargs dpkg -P 
apt-get clean 

3.主要ファイルの構集

/etc/cどontab

/etc/Xll/xinitrc 

/e七c/七vpwr/pwrque工y.sh

/e七c/七vpwr/pon

/etc/七vpwr/poff

-knoppix/.mozila/fiどefox/knoppix/prefs.js

-knoppix/.xscreensaveど

4. CDROM用ISOファイルの生成

umount /sys 

国no山 1七 /proc

umount /dev 

exit 

TEMPDIR="/mnt/hdal" 

mkisofs -R -U -V "KNOPP工XK工OSKfi1esystem" 

-pub1isher "H.Kashima Univ.of Tsukuba" 

-hide-rr-moved -cache-inodes 山口o-bak-pad 

$TEMPDIR/souどce/KNOPP工X I nice -5 
/usr/bin/create_compどessed_fs-65536 > 
$TEMPDIR/master/KNOPP工X/KNOPP工X

cd $TEMPDIR/master 

find -type f -not -n出neshals¥Ufls -not -name boo七.cat

-not -n釘neisolinux.bin -exec shalsum '{}' Yi > 

KNOPPIX/shalsums 

cd / 
mkisofs -pad -1 -r -J -v -V "KNOPPIX" -no-emu1-boo七

-boot-1oad-size 4 -boot-info-table -b 

boo七/isolinux/isolinux.bin-c 

boo七/isolinux/boot.cat-hide-rr-moved.-o 

$TEMPD工R/knoppix_kiosk.iso$TEMPDIR/mas七er



4.サーバーの構成
サーノ〈一機は Window8Server 2003 R2の稼

働するサーバーPCを使用する。 DBMSに SQL

Server 2005、 グノレープウェア Windows 

Sharepoint Server 3.0(WSS3.0)を搭載する。

教職員端末、掲示器へのインターフェースはす

べて Webアクセス(http)で行い、教職員は個人用

PCから Webプラワザ…で、掲示器は専用のURL

アドレスにアクセスをする。設定した URLアド

レスを下記に列挙する。(サーバー機のホスト名

は説明の便宜上 "myserver"とする。)

[URLアドレス一覧}

WSS3.0のトップページ

h七七p://myserveど:81/

生徒向け掲示器

http://myserveど/no七ice/Student.aspx

襲撃源クエリ

h七七p:/ /myseどveど/no七ice/pwr.aspx

教務室内掲示器

h七七p:/ /myseどveど/no七ice/RollReports.asp

x 

教職員用掲示器

http://myse支ver/notice/Facul七y.aspx

本体のスペックを下記に示す。

{サーバ~PC 仕様]

DELL PowerEdge2600 

CPU: Xeon 5130 2GHz 

RAM:2GB 

HDD: 250GB RAID 

4.1. Windows Sharepoint ServIces 3.0 (WSS3.0) 

Windows Sharepoint Services は、 Windows

Serverに無奇襲付躍するグループウェアである。

Webブラウザー上で、掲示板、文護妻、スケジュー

ノレtl著報などを共省することが可能である。掲示板
機能には RSS善己犠機能が犠わっており、 RSS対

応ブラウザーで記事関震が可能である。 まSSは、

掲示緩や Webコンテンツなどの更新情報を要約

形式で配借するための技術で、認賞者はRSSへ 1
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度アクセスするだけで時系列の更新情報を得るこ

とができるものである。 SharepointServiceの掲示

板ページの例を図 8-1、掲示器出力を図 8-2に示

す。

図8-1.掲示板ページ甑菌

留か2.鼻鱒口掲承器陸直

: .. 'j):こι.

登下校と授業中ωjレ-
jし
頭髪の染色も禁止です

4.2.生徒向け掲示器用URL

掲示器が URLh七tp://rnyserver/

notice/Student.aspxをアクセスすることに

より、掲示構報が送出される。このページには、

掲示構報の他、自動画面スクロールと10分後にリ

ロードする JavaScriptが含まれており自動的に

更新される。
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Studen七.aspxがアクセスされると、c#プロ

シジャで日付の表示、 RSSデータ一読込、漢字コ

ードのUTF8への変換、本文と時刻フォーマット
の修正を行った後、 xslt変換が実行される。

xsltは、 xmlによって記述された文書を変換す

るための鰐易言語である。 RSSfまxml規格に煎

っているため、xlstスクリプトは記事{警報を html

形式に変換するのに適している。

Student.aspx内に xsltファイノレを指定した

タグを記述することで、変換が実行される。 xslt

で変換表示する画面レイアウトを図9に示す。

これらのデーターは、 SQLServer 

WSS Content データーベース内の

AIIUserDataテーブルにイベント毎で登録され

ている。 pwr.aspxページでは、 aspスクリプト

を使いテーブルから当日の電源計画を抽出する。

pwど.aspxを図 12に示す。

の

T 
-“ t嘩xt
t曹拭t

d畠t母tim島
崎輔副剛刷刷胸帽輔帽薗圃剛伊帽胸細

d邑t瞳time

t唱xt

bool嘩畠n-bool骨量n
bool$邑n-bool韓轟n-bool噂畠n-bool世轟n-bool睡畠n-bo心1曹an
boolean 
boolean 
boo~ean 

list 

int 

臨11.管理項目フィーJレド畿

醤 9.xslt轡麗レイアウト

yyyy年縦丹 DD日(gg)

iタイトル 投機者名縦100hh:隅

本文

.netASPにおいて、フォームの無い単純なSQL

クエヲは aspxサーバースクリプトのみの記述で

得ることができる。 また、年度更新においての登

録作業では、本校教務部で計画された年次計画

Excelシートから必要な事項を複写することによ

り行う。 InternetExprolerに表示された計画表

のイベントリスト画面からは、直接 Excelで記録

した表をペースト可能である。
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4.3.電源クエリむRL

pwr.aspxは、アクセス日で WSS3.0のスケジ

ューノレDBを検索し、その日に掲示器の電源をON

するかどうかのクエりを返す。

電源情報は、 WSS3.0のCalend位(予定表)機能

を利用しスケジュールをする。 WSSのカレンダ

ー機能には項目をカスタマイズすることができ、

ユーザーは独自の管理項目を作ることができる。

本校の計画表入力画面の例を図 10に、管理項目

のフィーノレド表を図11に示す。



箇12.pwr.aspx 

くasp:Repeate工工D諮問RepQuery"runat=Jlserveど" Da七aSouどceID="dsPoweどQuery">
くIternTemplate>く亀井 Eval ("Queどy") 急></工七emTemplate>

</asp:Repea七er>
くasp:SqlDa七aSouどceID="dsPowerQueどy"runa七="server"
ConnectionS口 ing="くも字 ConnectionStrings:学務ConnectionS口 ingわ H
SelectCommand=11 
SELECT 'PWR='+CASE WHEN COUNT(女 oTHEN '0' ELSE '工 I END AS 'Queどy'
FROM WSS Conten七.dbo.AllUseどData
WHERE七pDirName 'Lists/Ca工endar'

AND bit5一一 1AND bit15 1 <--bi七5:管理フラグ， bi七15:電源フラグー>
AND da七e七imel CONVERT ( NVARCHAR， CURRENT TH侶STAMP，111)"> 

くlasp:SqlDataSource>

5.応用
本システムの掲示器セットは、既定のURLのWeb

ページを表示するのみの装置であるため、 htmlで表

現できる画面であれば、集計報告等さまざまな情報

掲示に応用が可能である。

5‘1.教務室情報掲示器

高等学校では、.ホームノレーム出欠席情報を職員に

掲示しなければならない。 本システムでは、 .net

ASPとc#ブ口シジャで SQLServerへの集計処理

を行い、出欠席数掲示ページを作成した(図 13参照)。

校内掲示器開様、 10分毎に情報更新をし、電源計

画通りに表示器の龍源が制御されるようになってい

る。

間13.

る。各ホームルームの在籍数、 l時間呂科目の欠課、

遅刻、有効報告数が表示される。

なお、本校の学務情報処理システム(lnfoUTSS)で

は、出欠席の報告は、科白担当教員が任意の時間に

報告する f投票方式jであるため、有効な報告が未

集録の場合は集計に反映されない。

5.2.教職員情報掲示器

Faculty.htmlでは、朝 SHR集計、保健室の利

用状況、教職員向けの掲示情報が表示される。(図 14

参照)

回14.教職員向lけ掲示器関車

5.3.携帯篭話からのアクセス

WSSには、文字数を簡略化した Webページを表

示するそパイル端末対応機能が備わっている。イン

ターネット回線へサービスを公開することにより、

教職員は携帯電話色モード、 ezwebなど)、スマート

フォンを使用し、学外から掲示情報を更新すること
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が可能である(密日蔭 16参照、)。

欝15・16.携帯端末の蕗蕗憐

ιICDOL:攻、.....1捻お 師、工安主 ιKl:悶~ -1也 ι.」一一日空手、可畦
筑波大学閥lIi坂戸;Ij等学校 生E室長寄付 ~üi叡

リスト

[主主議~:受定表

。苦手筏5]震予定差是
。教主主滋iE鍾

ロ綾滋i益基量示板

。生鐙i怠J1J諮iE星E

ドキュメントライブラり

。釜査と主斗ぷよど長

欝像ライブラソ

lhーム

E.理E彊

6.あとがき

王室豆~軍事:玉む

20 1:!IV3J I 5 10・56.

筑滋鐙濠.

学力向上被J:f'J必文革磁sを霊堂録する人
3/28-30の r小論文基礎J (鐙主連

草堂t芦

101:!J¥l2/2X 17、~l

蕊主主鐙奮.

!!~蓄を鐙等感より警告吉川

登下校と綬覇軍中のJ~ール

滋.ill

t設しめ7:C':il;.

底二ム

-2・・・・~翠-彊E

現状には!日式 PC(PC98NXCerelon333MHz 
1281臼〉を利用している場所があるが、本体の容積

や、処理速度、故障率、メーカ一保証、導入時の手

簡を勘案すると、無理にi日型を流用せずとも、新型

のPCを利用する方がはるかに良い。 特定のPC本
体に必要なソフトウェアや問題解決情報をインター

ネットで調査したり、必要な部品が不足して購入す

る場合があった時など、古い機種ではリソースが乏

しい場合が多く、手間と時間がかかるためである。

本校昇降口の掲示エリアに従来のホワイトボード

と、本機を 1台設置している。 電子掲示表示器は1

函面のみであるのと、複数の記事がある場合は自動

スクロールし全てを表示し終えるまで待たないとい

けないため、生徒が表示器の前で登校時しばらく立

ち止まり、情報の頒布効率が良くない。 これらの解

決には、チャンネルの増設と他の場所への併設が有

効であると考えられる。

管理の問題がある。古来のホワイトボードによる

掲示は、掲示者が自の前で手書き記入をしなければ

ならないが、特に難しい管理は不要であり、たまに

しなければならないことと言えば、雑巾で水拭きし

てやることくらいである。

一方、電子掲示板は遠隔書込みや、多くの掲示チ

ャンネノレを一括制御が可能な大変便利なツーノレで、あ

るが、コンピュータ機器を使う性質上、維持・管理

をする技術者(人員)が必要となってくる。 プロジェ

クトを立ち上げ、権時の予算で開発導入できても、

それを活用・維持して行くためには、人員と管理費

用を次年度以降も確保しなければならない。

また、あらゆる業務サーピスにはパックアップ体

制が必要である。例えば、篭子掲示板程度であれば、

H誰でも管理できる“ホワイトボードを併設してお

くのが最も有効かつコストのかからない手段だ。機

械が動かなくなったら、手で襲撃きに行けばよいこと

だ。

ところが、コンヒ。ュータにしかできないような基

幹業務系サービスともなると、 Hじゃあ、篭卓と表計

ソフトで.. 11 という訳にはなかなか行かないの

で、業務を一旦停止して復IBするのを待つほか手立

てがなくなる。

幸い、人命がかかった、病院の生命維持装種差の故

障とは訳が違うから、要i土、有事の際に不具合の妥

当性を説明できれば良いのだが、それにしても、お

およそ考えられる有効な継統計極を準備しておくの

は最低限必要である。

維持管理リソースの確保は難題であるが、今後の

エレガントな指揮・運営針函に期待しつつ、後議事き

とする。
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